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祝　　 　辞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　さいたま市教育委員会教育長
　　　　　　　　　　　　　　　　細　田　眞　由　美
　
このたび、関東甲信越地区中学校長会第７４回研究協議会埼玉大会が盛大に開催されますことを心からお喜び申し上げます。各中学校長会におかれましては、各都県における中学校の充実・発展に大きく貢献されていることに対し、あらためて敬意を表します。
　新型コロナウイルス感染症の拡大と、それに伴うデジタル化の推進が示すとおり、社会はこれまで私たちが経験したことのない速度で、劇的な変化を遂げようとしております。
　令和３年９月に発足したデジタル庁に、文部科学省・経済産業省・総務省が加わり、教育のDX（デジタル・トランスフォーメーション）推進が検討され、令和４年４月には「Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ（案）【CSTI教育・人材育成WG最終とりまとめ】」が発表されました。その中で、Society5.0の実現に向けた政策の柱に「一人ひとりの多様な幸せと課題解決への挑戦を実現する教育・人材育成」が加えられ、教育の果たす役割の大きさを再認識するものとなりました。
　さいたま市におきましては、平成３１年３月に「第２期さいたま市教育振興基本計画」を策定し、目指す人間像「世界と向き合い　未来の創り手として　輝き続ける人」の育成のため、様々な施策を総合的・体系的に推進しています。令和４年度は、教育DX（デジタル・トランスフォーメーション）で実現させる学びの自律と個別最適化、探究化を目指し、整備された一人一台の情報端末による「主体的・対話的で深い学び」の実現、教科横断型の探究的な学び「STEAMS TIME」の全校実施、地元の企業にイノベーションを提案するキャリア教育「さいたまエンジン」、金融や経済に関する学びを通し自分の生き方や価値観を磨く「小学校の金融経済教育」等にチャレンジしてまいります。また、学校と地域が連携・協働するコミュニティ・スクールの全校実施、不登校や不登校傾向の子どもたちが、つながり学びに向かうことを目的とした「不登校等児童生徒支援センター（通称：Growth）」を開設するなど、一人ひとりの多様な幸せ(Well-being)を大切にする未来の教育を目指してまいります。
本大会では、「新たな時代を切り拓き、よりよい社会を形成していく人間を育てる中学校教育」を研究協議題として、中学校教育に関わる諸問題について活発に情報交換が行われ、各都県における学校教育の充実・発展に寄与されることを期待しております。
結びに、大会の準備・運営に多大なる御尽力を賜りました関係者の皆様方に対し、心から感謝申し上げるとともに、本大会の益々の充実・発展と御参加者の皆様方の一層の活躍を祈念いたしまして、お祝いのあいさつといたします。









